
 
 

令和元年度 学校評価 最終結果 
１ 自己評価結果等 

本年

度の

重点

目標 

(1) ニーズに応じた教育内容の充実 
(2) キャリア教育の充実 
(3) 視覚障害教育の専門性の向上 
(4) 相談体制の充実 
(5) 関係機関との連携 
(6) 防犯・防災計画の整備 
(7) 勤務時間の適正な管理及び長時間労働による健康障害防止 

担当 重点目標 具体的方策 評価結果と課題 

幼
稚
部 

自立に向けた食事

指導の実践 
・実態把握及び指導方法の検討

を継続的に行い、指導者間で共

通理解を図りながら進める。 

・一人で、主食や主菜、副菜をバラン

スよく食べたり、食器を片付けたりで

きる部分が増えた。 

小
学
部 

新学習指導要領の

本格実施に向けた

視覚障害教育の専

門性を基盤とした

授業の実践 

・児童が外国語や外国語活動を

学習するにあたり、問題点や課

題を提起し、実態に即した授業

の在り方を話し合ったり、教材

づくりをしたりする。 

・デジタル教材の英語テロップや教科

書の単語を確認するために、単語リス

トやカードを製作した。ゲーム等の活

動を取り入れ、児童が興味をもって取

り組むことができた。 
・多様で、重複障害のある児童

一人一人のニーズに合った学習

内容及び学習集団を実践しなが

ら検討する。 

・生活面と学習面の評価方法について

話し合い、児童の実態をより把握でき

るようにした。実態に応じた集団で学

習したことで児童が互いに刺激しあ

い、高めあうことができた。 

中
学
部 

・社会自立を目指

した学習指導、進

路指導の充実 

・生徒一人一人の実態や障害の

状況に応じた指導方法を工夫

し、自己学習力を高める授業を

目指す。 

・補助具の使い方や学習方法のスキル

を身に付け、予習復習に自ら取り組め

るようになってきた。 

・生徒一人一人の実態を踏ま

え、社会自立を目指した自立活

動や作業学習等の時間を展開す

る。 

・生徒一人一人の課題について複数の

指導者で共通理解を図り、多面的に評

価することで、次へのステップにつな

げている。 
・生徒が主体的に

取り組み、積極的

に参加できる学習

活動の展開 

・行事の計画や準備等をとおし

て生き生きと活動ができるよう

に支援する。 

・文化祭への取組では、生徒自身が考

え、意見を出し合う場面が見られた。

また、自分たちで目標を掲げ、主体的

に取り組む姿が見られた。 

高
等
部 

・個別の教育支援

計画に基づいたキ

ャリア教育の充実 

・個々の教育課程や本人・保護

者のニーズに応じた体験活動及

び実習等を通して、キャリア教

育の推進を図る。 

・進路希望調査や実習先希望調査を基

に、個々の生徒の特性やニーズに応じ

た実習先を開拓・提供し、定期的な実

習や体験学習などのキャリア教育を行

った。また、次年度以降のキャリア教

育の充実を目指し、総合的な探究（学

習）の時間のプロジェクトチームを構

成し、内容等の検討を行った。 

・各学科における

進路指導の充実 
・産業現場等における実習や治

療実習について、部会や科会で

情報提供を行うことで、高等部

全体での共通理解を図り、適切

な運用を行う。 

・それぞれの科会において検討した内

容を、全体会で連絡し、情報共有を図

った。また、進路指導部を中心に、科

同士で実習先の情報を共有し、生徒に

多様な選択肢の提供を行った。 



 
 

教
務
部 

・指導案における

観点別評価基準の

記載の見直し 

・新学習指導要領の目標に照ら

した指導案の観点別評価基準を

検討する。 
 

・学習指導案の様式について指導目標

を新しい観点(３観点)を考慮して立て

その指導目標より評価基準を導く注意

事項を記入例等に明記した。 
・諸帳簿のデータ

化を進める。 
・通知表や出席簿等のデータ化

を検討する。 
・高等部普通科の通知表は、すべての

教育課程で電子化し省略化をすること

ができた。出席簿については来年度か

ら電子化したものを使用できるよう準

備している。 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
部 

・読書活動の推進 ・読書週間（年２回）の計画、

希望図書の購入を行い、読書に

親しむ時期と環境を整える。 

・長期休暇直前の読書タイムは長期休

暇中の読書用の図書を担任と選定する

機会にもなり読書に興味を向けさせる

きっかけ作りにもつながった｡ 
・デイジー再生アプリとサピエ

の活用方法の講習会を実施す

る｡ 

・夏季研修や地域の教員・保護者向け

の ICT の研修会で紹介を行った。 

・タブレット端末

の利用推進 
・ＵＤブラウザ（アプリ）の授

業貸し出しを計画的に行う。使

用者数に適したＩＣＴ機器の購

入計画を立てる。 

・タブレット端末のアカウントやアプ

リを整備し学習に使いやすい環境を整

えた。機器の購入を検討し、一部を購

入した。 
・タブレット端末の授業実践事

例を紹介し有用なアプリの使用

を推進し新たな事例を収集す

る｡ 

・研究授業を行いタブレット端末の使

用している様子を共有した。職員にア

プリや使い方の情報を周知した｡ 

自
立
活
動
部 

・ＡＤＬ指導の充

実 
・弱視の児童生徒の読み書き能

力の向上を図る。 
・各種研修会やオープンスクール、各

担任からの相談機会を捉え、教材教具

の選び方や使い方のアドバイス、指導

方法についての助言等を行った。単眼

鏡やレンズなどの補助具を中心に、自

立活動室の整理を行った。校内にある

弱視指導に関する教材・参考資料の収

集・共有化については現在進めている

状況である。 

進
路
指
導
部 

・校内外との連携

支援体制を整える

ことで、児童生徒

の個に応じた進路

支援の強化を目指

す。 

・卒業後の進路に具体的なイメ

ージを持ち、各段階での課題に

計画的に取り組めるよう、進路

に関する情報が効果的にニーズ

のある児童生徒及び保護者に伝

わる方法を検討・実施する。 

・進路に関する情報提供及び早い時期

からの職業意識啓発のために保護者に

対し進路だよりの発刊と講演会を実施

した。今年度の取組を踏まえ、来年度

に向けてより進路を身近にかつ連携し

ていくものだと感じてもらえるような

取り組みを検討することができた。 
・個々の児童・生徒及び保護者

のニーズに基づき、進路開拓、

校外での啓発を行う。  

・ネットワーク作りも兼ね障害者職業

センター、千種区障害者自立支援連絡

協議会等に訪問・出席し、盲学校及び

その進路について啓発できた。A・B
型事業所への進路開拓や視覚障害者理

解を促進し、将来的な雇用に結びつけ

るための企業からの学校訪問を実施す

ることができた。 
・在校生の進路指導支援と卒業

生のフォローアップのための現

状把握を行う。 

・夏季休業中を中心に実施し、卒業生

のフォローアップとともに課題や好事

例を在校生の進路指導や就職活動に生

かすことができた。 



 
 

生
徒
指
導
部 

・問題行動やいじ

め等の早期発見、

早期対応 

・幼児児童生徒の生徒指導上の

問題点について職員間で共通理

解を図る。 
・「こころとからだのアンケー

ト」を実施し、いじめ等の早期

発見に努める。 

・各部において職員間の共通理解を図

りながら対応し、必要に応じていじめ

不登校対策委員会を開き、対応した。 
・集計内容を部会等で共通理解を図っ

た。 

・防犯・防災への

意識向上と整備の

充実 

・避難訓練や日々の防災教育を

通して防災に対しての意識を高

める。 
・職員の防犯・防災への意識向

上を図る。 

・訓練を通して防犯・防災への意識を

高めることができた。また、それによ

り現状の課題等を知ることができ、今

後のさらなる整備充実の参考となっ

た。 
・多様化する犯罪に対し、防災

への大切さを知り、意識向上を

図る。 

・保護者向けにインターネットの安全

利用に関する研修会を開き、啓発活動

を行った。次年度は生徒向けで行いた

いと考えている。 

保
健
体
育
部 

・安全で衛生的な

学習環境の整備 
・廃棄物の管理を確実に行う。 ・おむつ及び牛乳の廃棄を、状況に応

じて方法に変更を加えながら適切かつ

確実に実行できた。 

・健康に配慮を要

する幼児児童生徒

の学校内における

対応の整備及び実

施 
 

・各委員会において対応を検討

し、実施する。 
・感染症の拡大防止に向けた意

識の向上を図る。 

・各委員会で個々に応じた対応を検討

し、適切に実施している。 
・年度当初の緊急時対応訓練では、吐

物処理について研修し、方法を確認の

上、よりより対応について検討し、マ

ニュアルを作成している。 

・安全な給食の提

供 
 

・幼児児童生徒職員の食への安

全意識の向上を図る。 
・アレルギーに対応した運搬や配膳に

ついて、方法を再確認、検討し確実に

実行した。 
・毎日の健康調査での配膳の可否の確

認について、できていない学級には再

度周知し、確実に行えるようにした。 

広
報
・
渉
外
部 

・要覧等の外部向

け情報の内容を更

新し、充実を図

る。 

・学校要覧の古い写真や情報を

差し替えるなど、内容の検討を

行う。 

・各分掌及び学部に写真を依頼し、学

校要覧の刷新に取り組んだ。今後も継

続して内容の精選を行い、外部に紹介

できる要覧作りを目指していきたい。 

ＰＴＡ委員会活動

の推進 

・ＰＴＡ委員会の組織に合わせ

た活動内容を見直し、多数の参

加が臨める活動の充実を図る。 

・学校と PTA の連携によって、PTA 活

動の充実を図ることができた。研修会

等の参加人数は、昨年度より上回った。 

地
域
支
援
部 

・早期教育相談の

充実 
・幼稚部体験や個別相談などの

相談体制を整える。 
・他の分掌の協力を得ながら保護者教

室を実施したことで幅広い情報提供が

行えた。参加者の増減に対して、円滑

に実施できるよう体制を整えたい。 
 ・乳幼児教育相談パンフレット

を作成したり、教育相談の内容

をホームページに掲載したりす

る。 

・乳幼児教育相談の年間予定表を添え

たパンフレットを配布し、園長会議の

場で、直接説明ができたことで、教育

相談に繋がるケースがあった。次年度

も継続したい。 



 
 

研
修
部 

・充実した現職研

修の実施 
・計画的に現職研修を実施す

る。 
 

・教務部と連携して教育課程に関する

研究・研修の時間を設定したり、夏季

全校研修を早期から計画したり、県外

出張報告を早期に行ったりすることが

できた。 
・新転任者講習、夏季休業中の

研修講座を実施する。 
・他分掌の協力を得て、講習や講座を

実施し、研修講座では県外や他校から

も含め多くの職員が参加した。 

寮
務
部 

・寄宿舎生活支

援の向上 
 

・新しい「ＡＤＬチェックリ

スト」を用いて課題を把握

し、舎生の実態に応じた個別

の生活支援計画を作成する。 

・ＡＤＬチェックリストを活用して、

個別の生活支援計画の目標や手だてを

作成し、継続的な指導ができるよう努

めた。 

・職員研修を通じて、生活指

導の専門性向上を図る。 
・歩行や生活支援に関わる職員研修を

行い、専門性向上を図った。校内外の

研修報告会を設け、他職員にフィード

バックすることができた。 
・舎生指導・相

談体制の充実 
 

・定期的に舎生の情報交換を

図るとともに、必要に応じて

事例検討会を開催する。 

・学校生活や寄宿舎での様子をデータ

記録し情報共有できる体制を整えた。

また各学期に事例検討会を開催し指導

体制の充実に努めた。 

理
療
部 

・理療分野におけ

る就職先の拡充 
・資格試験対策の充実 ・７月、１１月、１月に国家試験模擬

試験を行った。その後の授業や補習の

内容、教授方法を決める上で、模試に

おける科目ごとの成績を分析した結果

を活用した。受験生全員が合格点を十

分上回る成績を修めることができた。 

総合

評価 

重点目標の達成に向け、中間評価及び保護者アンケートを実施しその評価結果を生かし、

具体的方策の改善を図りながら全教職員で取り組み、成果を上げることができた。 
 校務分掌組織を再編し、効率的な学校運営を進められるようにした。今後、学校規模の縮

小が予想されることから業務の効率化をさらに進める必要がある。 
 
２ 学校関係者評価結果 

学校関係者評価を実施した

主な評価項目 

・キャリア教育の充実 
・相談体制の充実 
・勤務時間の適正な管理及び長時間労働による健康障害防止 

自己評価結果について 
・キャリア教育の充実に向けた児童生徒の多様な体験の推奨 
・盲学校の理解啓発における名盲オープンキャンパスの有効性 
・教職員の勤務時間外の勤務を減らすための工夫の必要性 

今後の改善方策について ・名盲オープンスクールの有効性の評価と取組の整理 
その他（学校関係者評価委

員から出された主な意見、

要望） 

・個々のニーズに対応した進路情報の提供方法の工夫 
・タブレット端末等のＩＣＴ機器の有効な活用の推進 
・名盲オープンスクールの取組整理と有効性の評価 

学校関係者評価委員会の構

成及び評価時期 
・学校評議員５名（ＰＴＡ会長を含む）により２月に実施 

 


